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トニトリルを包接している O そのため自由度が増して第 2 章で述べている通りチミンは逆方向に回転して光反応する。
この結晶では反応点が 2 種類あるので trans-anti と trans-syη の光二量体の異性体が得られる。またアルキル基が長
















(2) アルキルチミンの酢酸エチルから得られた板状結晶は 2 分子間でのみ反応するので高い光反応収率を示す。
(3) 結晶構造と生成する異性体の組成比から結晶中でのチミン塩基の光反応は逆旋的回転して起こっている。
(4) アルキルチミンのエタノールから得られた板状結晶は集合様式は酢酸エチルから得られたものに類似している
が，集合が密であるため光反応が進行しない。したがってチミン塩基周りの自由度が非常に重要であるo
(5) アルキルチミンのアセトニトリルから得られた結晶では従来いわれていたシュミット則より光反応点は離れて
いるがアセトニトリルを包接することでチミン塩基周りの自由度が増し，光反応が起こる。したがってこのよ
うな光反応では距離と角度に加えて反応点の自由度にも依存している。
以上のように本論文は，アルキルチミン化合物の薄膜での構造と光二量化反応性との関連を明らかにしている。加
えてアルキルチミンの結晶中での光二量化反応について系統的に研究し，有機固体結晶中での光反応について多くの
新しい知見を得ているo これらの成果は有機光化学，有機化学，光機能材料への発展に寄与するところが大きし、。よっ
て，本論文は，博士論文として価値あるものと認めるo
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